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全自動ピット式タイヤ強力洗浄機
（BrushPIT/ブラッシュピット）
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1.タイヤ洗浄の現状

近隣住民への配慮

環境汚染

3

従来のタイヤ洗浄

高圧洗浄機を用いて
作業員が洗浄

4
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高圧洗浄機による洗浄～問題点

作業員により洗浄時間が掛かる

人員必要

車両周りの作業の危険性

5

タイヤ洗浄機の導入

ピット式乾式 湿式

6
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乾式

タイヤの回転を動力として
泥や土を払い落とす

7

8

エンジンをふかすため騒音が発生

排気ガスが出るため環境に悪い

洗浄力が弱い

乾式
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湿式

チェーンでローラーを動かし

タイヤに水をかけながら洗浄

9

湿式

複雑なつくりで
車重など力も加わるため

故障しやすい

10
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ピット式

水を溜めたピットを

ゆっくりと通過することで洗浄

11

ピット式

洗浄力が弱い

12
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2.ブラッシュピットの導入

ブラッシュピットの特長

①低騒音

②メンテナンス性

③洗浄力
14
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① 低騒音

15

近隣から苦情が
寄せられることもあった

16
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駆動部がない
騒音を抑えることが可能

17

車輪空転など

操作不要
エンジンふかし音がない

18
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② メンテナンス性

19

駆動部がない
メンテナンスフリー

20
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巻き込み事故など

発生の可能性が低い

21

凝固剤を使用しません

22
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③ 洗浄力

23

アングル路面
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クロス噴射

センサー検知
噴射洗浄を自動開始

26
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車両感知センサー

27

28

車両センサー

給水タンク

水中
ポンプ
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通過するだけ！

運転手の負担低減

29

3.削減効果

30

180秒

30秒
12秒

高圧洗浄機 乾式・湿式 ブラッシュピット

洗浄時間

毎時
約100台
洗浄可能
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4.設置方式

埋設方式 地上設置方式

30

埋設方式

建設現場などに仮設する場合

18



地上設置方式

路盤掘削が困難な現場などへ
短期仮設する場合

ブラッシュピット動画

34
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ダム工事5.導入事例

トンネル現場

20



高速道路工事

設備用/リサイクル業者
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ご清聴ありがとうございました
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ＣＳ－２１ひび割れ補修セットは、コンクリートに発生したひび割れを、
『ＣＳ－２１クリアー塗布』 および 『ＣＳパテすり込み』
により補修し、耐久性を向上させるとともに、美観を回復させる工法です。

ＣＳ－２１クリアーは、けい酸塩系表面含浸材に分類（土木学会）される無色透明・無臭の水溶液です。
ひび割れ部に浸透させることにより、表層部を緻密化させ、ひび割れ自閉効果の促進します。また、ＣＳパテす
り込み後に表面に塗布することにより、サンドペーパー等の使用で荒れた表面を保護する材料です。

ＣＳパテは、コンクリートに近い無機質の乾燥硬化型パテ材です。
微細なひび割れにすり込む事で充填し、３色のパテ（グレイ・シルバー・シルバーホワイト）で色合わせ可能な
ため、補修跡がほとんど目立たないように美観を回復することができる材料です。

特　徴

・ ひび割れ点在箇所の部分補修が可能です。

・ 無機質材料のため、有機系材料に比べ紫外線などによる劣化に対する抵抗性に優れ、有機溶剤等の有害物質
を含まないため安全です。

・ ＣＳパテは乾燥硬化型のため、セメント系材料のようにドライアウトの懸念がありません。

・ ひび割れ注入時には、シール材としても適用可能であり、従来工法における注入後のシール材撤去の工程が
省略できます。

適用範囲

・ ヘアークラック～幅０.２ｍｍ程度以下（挙動小／非進行性／漏水なし／注入工法対象外）

使用する道具

ハケ・ヘラ(金属)・ゴムヘラ
サンドペーパー・ウエスなど

施工の流れ

１．下地処理
２．ＣＳ－２１クリアー塗布
３．ＣＳパテすり込み
４．表面仕上げ
５．ＣＳ－２１クリアー塗布

技　 術 　概 　要

　株式会社アストン 技術部　担当：谷村 成　　 電話番号：０８６－２５５－１５１１

施　工　概　要

 ＣＳパテすり込み状況 施工完了 

※詳細については、https://www.cs21.jp/ の施工手順書、補修施工デモ動画、FAQ（よくある質問）をご参照ください。

　ＮＥＴＩＳ ： ＣＧ－１１０００３－ＶＥ

問合せ先(九州統括)

問合せ先(開発会社)

　ＣＳ－２１ひび割れ補修セット技術名称

 製　品　概　要

　株式会社計測技研 営業部　担当：高島 一顕　 電話番号：０９２－９３９－２６０６

ＣＳ－２１クリアー

外 観：無色透明・液体
主成分：けい酸ナトリウム
比 重：1.05～1.09
ｐＨ値：11.3～12.3
荷 姿：120ｇポリ容器

ＣＳパテ

外 観：灰色ペースト状
主成分：炭酸カルシウム

二酸化ケイ素
けい酸リチウム

比 重：1.90以上
ｐＨ値：10.5以上
荷 姿：100ｇポリ容器

シルバー

ホワイト

シルバー

グレイ

未補修箇所

補修箇所

NETIS登録番号：CG-110003-VE 活用促進技術 特許：第5379413号
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補修箇所のコンクリートに合わせて、３色のＣＳパテ（グレイ、シルバー、
シルバーホワイト）より選定する。
または、３色のＣＳパテを任意に混ぜ合わせることで、調色することも可能。

コンクリート表面の汚れをケレン、エアーブロアまたは水洗いにより掃除する。

ＣＳ－２１クリアーを塗布する前に、ＣＳパテを均一になるまでよく混ぜる。

※蓋を開けると浮き水がある状態のため、傾けてこぼれないよう注意する。

※ＣＳパテは乾燥すると固化するため、混ぜ終わったら直ぐに蓋を閉める。

ひび割れ部の乾燥状態を目視確認し、ひび割れ内部に充分浸透するようＣＳ－
２１クリアーをハケ等で塗布する。

※ひび割れ部に水が残っていると、ＣＳ－２１クリアーが浸透しないため注意。

ＣＳ－２１クリアーが乾かないうちに、ひび割れ内部にＣＳパテを、ゴムヘラ
・スポンジ等ですり込む。

※ＣＳパテは乾燥すると固化するため、プラスチックの板などに適量を取り、
　直ぐに蓋を閉める。（作業中であれば、容器開口部を湿った布で覆い、ＣＳ
　パテの乾燥を防ぐことで代用しても良い）

コンクリート表面にはみ出したＣＳパテは、硬化する前にスクレーパー等で削
り落とす。

ＣＳパテの硬化確認後、サンドペーパー等により、表面に付着した余分なＣＳ
パテを除去し、仕上げを行う。

削り粉などのほこりをエアーブロアー等で除去し、サンドペーパー等の使用で
荒れた表面（ひび割れを中心に幅１０ｃｍ程度）に、ＣＳ－２１クリアーをハ
ケ等で塗布する。

施工直後（施工１２時間後程度以内）に、降雨等で施工箇所が水に濡れる恐れ
がある場合は、シートで覆う等の養生対策を行う。

ひび割れの延長が長い場合、全体に一度に塗布すると、ＣＳパテのすり込み前に、ＣＳ－２１クリアーが乾燥
するため、範囲を区切って（例：延長３０～５０ｃｍ単位）で施工してください。
（ 乾燥したコンクリートにＣＳパテが触れると、水分が吸収され、急激に固まり施工が困難になります ）

※ ＣＳパテの可使時間および硬化時間の目安

可使時間：約５分，硬化時間：約２時間

ＣＳ-２１クリアー塗布後、乾かないうちにＣＳパテを塗布した場合（気温２０℃）。
気温や湿度や下地乾燥状態により変化する場合があります。

降雨時に施工する場合は、施工箇所が水に濡れないよう養生を行ってください。

ＣＳパテは、乾燥硬化の際にわずかに収縮しますが、重ね塗り可能な材料のため、硬化後（施工翌日以降）に、
再施工（ＣＳ－２１クリアー塗布⇒ＣＳパテすり込み）することで、開口部の欠け等の幅が広い部分を充填す
ることが可能です。（ ただし、ひび割れ注入工法の代用にはなりません ）

開栓後はお早目にご使用ください。残った材料を保存する場合は、キャップをしっかりと閉めて冷暗所に保管
してください。（ 容器をビニール袋に入れる等、乾燥を防ぐ対策が有効です ）

　

乾燥養生

留 意 事 項

ＣＳ-２１ひび割れ補修セット 施工手順書

事前色合わせ

下地処理

ＣＳパテ撹拌

施 工 手 順

ＣＳ－２１クリアー塗布

ＣＳパテすり込み

表面仕上げ

ＣＳ－２１クリアー塗布

○詳細については、ウェブサイト（https://www.cs21.jp/）の

施工動画 ・FAQ（よくある質問）をご覧ください。

https：//www.cs21.jp
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技術名称 ＭＩＴＳ工法 担当部署 事務局

NETIS登録番号
CMS-ICTｼｽﾃﾑ : QS-210009-A
CMS-Sｼｽﾃﾑ   : QS-190020-A

担当者 溝口　力

社名等 ＭＩＴＳ工法協会 電話番号 0952-64-2331

技術の概要

【ＣＭＳ-Ｓシステム】
国の機関　222件　（九州 　98件　、九州以外　124件）　 国の機関　 7件　（九州   5件、九州以外   2件）　
自治体　　 930件　（九州　833件　、九州以外　 97件）　 自治体　　45件　（九州　44件、九州以外   1件）　
民　 間　　  48件　（九州　　18件　、九州以外　 30件）　 民　 間　　　2件　（九州   2件）　
【ＱＳＪシステム】
国の機関　 83件　（九州　　81件　、九州以外  　2件）　
自治体　　 192件　（九州　183件　、九州以外  　9件）　
民　 間　　　  3件　（九州　　  2件　、九州以外  　1件）　

　近年、深層混合処理工法を用いて、軟弱地盤上での河川改修工事や道路改良工事等が行われること
が増加しています。現地の地形条件や地盤条件によっては、大型機械での施工が難しい箇所も少なくな
く、小型で軽量な機械による施工が望まれています。改良機械の小型化により敷鉄板程度の簡易な足
場で施工でき、かつ狭隘な現場に対応できることと、品質面について、攪拌混合効率の向上により高品
質な改良体が提供できるシステムの確立が必要不可欠となっていました。また、改良を行う地中には捨
石や木杭等の攪拌障害となるものもあり、それらを除去することなく施工を行える噴射攪拌工法の開発
も望まれていました。

　ＭＩＴＳ工法の地盤改良機は30ｔ未満のバックホウタイプ改良機と小型専用改良機があります。バックホ
ウタイプのＣＭＳ（-ＩＣＴ）システムおよびＱＳＪシステムはブーム、アームの稼動および旋回により、段差
施工や作業半径が大きい施工が可能です。小型専用改良機のＣＭＳ-Ｓシステムは従来のバックホウタ
イプから機械を変更、攪拌トルクアップを図り、土質による適用範囲を拡大した新しいシステムです。
　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システムおよびＣＭＳ-Ｓシステムは、攪拌翼による混合とスラリー中圧噴射エネルギーに
よる土塊の細かい破砕効果を併用することにより、効率良く攪拌混合し品質の高い改良体を造成できま
す。ＣＭＳ-ＩＣＴシステムは、ＣＭＳ地盤改良機をＩＣＴ対応とした新しいシステムで、高精度な平面誘導と
施工履歴情報の一括管理を可能としております。
　ＱＳＪシステムは対象地盤中のコンクリート殻や転石などの障害物を硅砂を含む高圧噴射削孔水を用
いたアブレシブジェットにより地中障害物を削孔し、一工程で削孔と造成が可能な噴射攪拌工法です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要

３．技術の効果

　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システム、ＣＭＳ-Ｓシステムは、機械は小型軽量であるが、最大径1600ｍｍの改良体造
成を可能とし、特に粘性土地盤においては、機械攪拌とスラリー中圧噴射攪拌併用により土の共回り現
象が発生せず、低変位施工で高品質な改良体を造成できます。ＩＣＴ施工管理に対応し、杭芯位置の事
前測量や掘起しによる杭頭部の出来形確認作業を省略できるため、全体工程を短縮できます。
　ＱＳＪシステムは、地中障害物が残存し撤去が出来ないような地盤に対して、障害物削孔と引上げ噴
射攪拌改良を一工程で行える特長を生かして特異性のある現場で採用されています。

４．技術の適用範囲

【ＣＭＳシステム・ＣＭＳ-ＩＣＴシステム】・改良深度25ｍ程度
・適用土質　粘性土Ｎ値10以下、砂質土Ｎ値15以下・改良径500～1600ｍｍ（対象地盤による）
【ＣＭＳ-Ｓシステム】・改良深度25ｍ程度
・適用土質　粘性土Ｎ値15以下、砂質土Ｎ値30以下・改良径800～1600ｍｍ（対象地盤による）
【ＱＳＪシステム】・改良深度23ｍ程度

・適用土質　粘性土c=30kN/m
2
以下、砂質土Ｎ値15以下・改良径600～1000ｍｍ（対象地盤による）

２．技術の内容

５．活用実績

【ＣＭＳシステム】※ＣＭＳ-ＩＣＴシステム含む
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６．写真・図・表

ＭＩＴＳ工法　施工模式図

　　　　　　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）およびＱＳＪシステムはバックホウタイプ改良機、
　　　　　　ＣＭＳ-Ｓシステムは小型専用改良機を使用します。

　　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システムおよびＣＭＳ-Ｓシステム　施工手順

　　ＱＳＪシステム　施工手順

適用範囲

ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システム
改良径 φ500～1600mm
粘性土地盤 N値≦10
砂質土地盤 N値≦15

ＣＭＳ-Ｓシステム
改良径 φ800～1600mm

粘性土地盤 N値≦15
砂質土地盤 N値≦30

ＱＳＪシステム
改良径 φ600～1000mm

粘性土地盤 Ｃ≦30KN/㎡
砂質土地盤 N値≦15

ＩＣＴ システム管理画面
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工法協会
ミッツ

事務局
〒840-0513
佐賀県佐賀市富士町大字下熊川159-68（株式会社 富士建内）
TEL （0952）64-2331 FAX （0952）64-2340

国土交通省 ＮＥＴＩＳ

Ｎｏ．ＱＳ-２１０００９-Ａ：中圧噴射機械攪拌工法

Ｎｏ．ＱＳ-１９００２０-Ａ：高トルク型中圧噴射機械攪拌工法

－中圧噴射攪拌による 地盤改良工法－

小牧 貴大

Ｍ Ｉ Ｔ Ｓ 工 法
ミ ッ ツ

2

（Ｍｉｄｄｌｅ ｐｒｅｓｓｕｒｅ Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ Ｔｏｔａｌ Ｓｙｓｔｅｍ）

セメントスラリーの中圧噴射と
特殊攪拌翼併用の地盤改良工法

ＣＭＳ（‐ICT）システム
中圧噴射機械攪拌工法

国土交通省 ＮＥＴＩＳ

登録番号：ＱＳ-２１０００９-Ａ

（Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ Ｍｉｘｉｎｇ Ｓｌｕｒｒｙ）

ＱＳＪシステム
中圧（硅砂）噴射流体切削攪拌工法

国土交通省 ＮＥＴＩＳ

旧登録番号：ＱＳ-００００１２-Ｖ

硅砂スラリー噴射による

障害物対応型噴射攪拌工法（Ｑｕａｒｔｚ Ｓａｎｄ Ｊｅｔ）

工法協会
ミッツ

ＣＭＳ‐ システム

高トルク型中圧噴射機械攪拌工法

国土交通省 ＮＥＴＩＳ

登録番号：ＱＳ-１９００２０-Ａ

（Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ Ｍｉｘｉｎｇ Ｓｌｕｒｒｙ ‐ ｔｒｏｎｇ）

従来工法とMITS工法改良機の比較
CMS（‐ICT）システムCMS‐Sシステム
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施工状況CG映像

攪拌翼を用いた機械式の攪拌機構
＋

攪拌翼内に限定したスラリー中圧噴射（～20MPa)

＜中圧噴射を併用するメリット＞

①攪拌混合効率の向上
・低トルク機でも軟弱地盤では
改良径φ1600mm造成可能
・施工時間の短縮

②流動性の向上
・盛上がり土を排出促進し
周辺変位を低減
・高品質な改良体の造成

施工状況CG映像

ＭＩＴＳ工法ＣＭＳ（‐ＩＣＴ）システムとは

3
工法協会

ミッツ

4
工法協会

ミッツ
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ＩＣＴ管理(車載画面)

帳票出力

攪拌翼を設計杭芯位
置に高精度で平面誘導
3次元計測技術を用い
た出来形管理に対応
（着色・帳票出力）
杭芯位置の事前測量
や杭頭部掘り出しによ
る出来形確認が不要

省力化を実現

撹拌翼平面誘導時

ＩＣＴシステム(事務所ＰＣ)

注入攪拌施工時

5
工法協会

ミッツ

● 機械位置から下方及び上方への段差施工

機械面から２２ｍ

上げた施工が可能。

機械面から２２ｍ

下げた施工が可能。
機械面から２２ｍ

下げた施工状況

バックホウタイプ地盤改良機のブーム・アームを活用

ＣＭＳ（‐ＩＣＴ）システムの特長

6
工法協会

ミッツ
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● ロッド継足し施工により最大打設長25m
道路盛土の沈下安定対策
改良径φ1200mm、打設長=21m
1プラント2マシン施工

ＣＭＳ（‐ＩＣＴ）システムの特長

プラント設備

ロッド継足し施工状況

ＩＣＴ画面(注入攪拌施工時)

7
工法協会

ミッツ

国土交通省ＮＥＴＩＳ(新技術情報提供システム）
登録番号：ＱＳ-１９００２０-Ａ

＜ 深層混合処理工法のニーズ ＞

施工本数の削減→改良径の拡大
幅広い土質への対応
施工性の向上

CMSシステム：
低トルクバックホウ
タイプ 地盤改良機

施工性に優れ
るが、高N値の
地盤では適用
改良径が限定

MITS工法CMS-Sシステム

高トルク型中圧噴射攪拌

MITS工法 CMS- システム
ー 高トルク型中圧噴射機械攪拌工法 －

8
工法協会

ミッツ
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MITS工法 CMS- システム

改良径 φ800～1600㎜

スラリー噴射圧 P=6～18MPa

撹拌翼混合工法とスラリー噴射撹拌工法の特性を備え
たＣＭＳシステムに高トルク型の小型地盤改良機を採
用し、高い貫入・撹拌能力とスラリー噴射の併用により、
φ１６００ｍｍの適用地盤範囲を拡大し、硬質地盤の施
工を可能にしたＭＩＴＳ工法の進化技術です。

（Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ Ｍｉｘｉｎｇ Ｓｌｕｒｒｙ – Ｓｔｒｏｎｇ）

ＣＭＳ-Ｓ攪拌翼

9
工法協会

ミッツ

● 改良径φ１６００ｍｍの適用範囲を拡大

気中水噴射テスト状況

小型地盤改良機の高トルクとスラリー中圧噴射を併用することで、高い 値

の土質でも貫入・撹拌が可能であり、セメントスラリーを撹拌翼先端まで到達
できることから、改良径 １６００ｍｍの適用範囲を拡大。

改良径 φ800～1600㎜

ＣＭＳ-Ｓシステムの特長

噴射圧力は逸走防止板により
端部で減少
中圧噴射の併用により流動性
が向上
盛り上り土を排出促進

10
工法協会

ミッツ
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実証実験 ： 削孔能力・噴射併用効果確認

試験施工：φ1600mm、削孔長=16m、粘性土最大Ｎ値8、砂質土最大Ｎ値18
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11
工法協会

ミッツ

● 硬質地盤への対応が可能
小型地盤改良機の高トルク撹拌能力と噴射圧併用の相乗効果により、
Ｎ値１５の粘性土やＮ値３０の砂質土などの硬質地盤に適用できる。
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硬質粘土への適用 適用範囲の拡大

ＣＭＳ-Ｓシステムの特長

12
工法協会

ミッツ
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施工事例 ： ＣＭＳ-Ｓシステムによる鉄道営業線近接施工
道路盛土工事
改良径φ1600mm、近接部最大打設長=13.3m
固化材添加量=200～230kg/m3

13
工法協会

ミッツ

7

2.94

3.02

3.28

下りNo.1

下りNo.2

下りNo.3

下りNo.4

上りNo.1

上りNo.2

上りNo.3

上りNo.4

MITS工法CMS-Sシステム地盤改良機

2mm
( )

4mm
(隆起2mm)

4mm
(隆起2mm)

1mm
(隆起1mm)

1mm
(隆起 )

1mm
(隆起0mm)

0mm
(隆起0mm)

4.93

4

3

2

1

7

6

5

10

9

8

NO
.6

N
O.
7

MITS工法CMS-Sシステム
改良径φ1600mm

[近接施工]

1mm
(隆起0mm)

5000
670013001100

2
5
0
0

鉄
道
営

鉄
道
営

施工事例 ： ＣＭＳ-Ｓシステムによる鉄道営業線近接施工

水
平
変
位
計
測
値
㎜

時刻

計測点下り

計測点下り

計測点下り

①
②
③
④

打設杭番号(夜間施工)

⑨

⑤
⑥
⑦
⑧

⑩

打設杭番号(昼間施工)

最
大
変
位
4
m
m

最
大
変
位
4
m
m最
大
変
位
1
m
m

水
平
変
位
計
測
値
㎜

水平変位計測値

水平変位事例 文献※
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計測点
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一般工法との変位比較

14
工法協会

ミッツ
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施工事例 ： ＣＭＳ-Ｓシステムの改良体品質確認

道路盛土工事
改良径φ1600mm、打設長=18.5m
改良長=17.5m、固化材添加量=230kg/m3
粘性土N値0～2、砂礫土N値7～25

所定の改良強度でコア採取率90%以上
最大礫径10cmの砂礫層を地盤改良

15
工法協会

ミッツ

杭頭出来形写真

改良体ボーリングコア

● コンパクトな小型地盤改良機

ＧＬＧＬ

２５ｔクラスのコンパクトな小型地盤改良機を用いるため、狭隘な施工場所や軟弱
地盤上での施工においても、仮設足場や搬入路が簡易であり、施工性に優れる。

小型地盤改良機
重量＝25ｔクラス

従来工法
（スラリー撹拌）
三点式地盤改良機
重量＝90ｔクラス

ＣＭＳ-Ｓシステム

従来工法とＭＩＴＳ工法の比較

ＣＭＳ（-ICT)
システム

ＭＩＴＳ工法

16
工法協会

ミッツ
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【積算条件】
改良径φ1600mm、配合量150ｋｇ/m3、粘性土N≦1

打設長=16m、改良長=15m、本数=200本、2マシン施工

※小規模な仮設足場や組立ヤードでもコスト縮減！

従来工法とＭＩＴＳ工法の比較

従来より、16%～25%のコスト縮減
小型地盤改良機を用いた、2マシン
施工により工期を大幅に短縮
工期短縮により、ICT経費も安価

コスト縮減を実現

高トルク仕様であり、
高N値地盤でも対応可能

17
工法協会

ミッツ

● ＩＣＴ施工により、３次元計測技術を用いた出来形管理が可能。

● 施工性のよい小型地盤改良機を用いて、深度２５ｍ程度

までの幅広い土質に改良径φ１６００ｍｍの適用が可能。

高トルク中圧噴射撹拌技術

国土交通省 ＮＥＴＩＳ

Ｎｏ．ＱＳ-２１０００９-Ａ：中圧噴射機械攪拌工法（MITS工法CMS-ICTシステム）

Ｎｏ．ＱＳ-１９００２０-Ａ：高トルク型中圧噴射機械攪拌工法（MITS工法CMS-Sシステム）

ＩＣＴ施工管理

18
工法協会

ミッツ

ご清聴ありがとうございました
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■本技術は、国土交通省が推進する「遠隔臨場」に対応した立会システムで土木・建築分野を
はじめ立会を要する業務において、出張レスで遠隔地との立会を手元のパソコンやタブレット
端末上で可能とします。

■活用実績（2021年10月26日現在）
国の機関21件（九州21件、九州以外0件）
自治体15件（九州15件、九州以外0件）
民間3件（九州2件、九州以外1件）

技術の概要

NETIS登録番号

社 名

技 術 概 要

技 術 名 称 遠隔臨場検査監督システム（アテネット） 担 当 部 署 技術部 技術第三課

担 当 者

電 話 番 号

中川 和樹

0952-22-5107

QS-200026-A

株式会社 島内エンジニア
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○特徴1　簡単な操作性
webアプリケーションのためシステムのインストールが不要、導入後すぐにパソコンやタブレット、スマートフォンで
使用開始できます。
操作ボタンが少なく、直感的に利用できます。

○特徴2　共有
監督員と現場で同じ映像を共有できます。スマートグラス式ではないため手元のタブレット上で監督員が実際に
見られている映像を共有でき、「ちょっと右」や「ちょっと左」といった細かな指示にも対応が可能です。

○特徴3　帳票機能
帳票はPDF形式で登録できるため、
様式を問いません。
帳票にはテキストの記入が可能。

○特徴4　キャプチャー機能
CALSサイズで静止画の切取りが可能。

○特徴5　4人通話
最大4名との中継が可能。

○特徴6　手書き機能
監督員の手書き署名が可能。

監督員現場

URLを入力し、すぐに利用開始
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遠隔臨場検査監督システム
（アテネット）

1

株式会社 島内エンジニア

2

遠隔臨場

遠隔臨場とは、動画撮影用のカメラ（ウェアラブルカメラ等）により撮影した映像と音声を
Web会議システム等を利用して「段階確認」、「材料確認」と「立会」を行うものである。
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3

国土交通省が推進する に適合

タブレット端末1台で遠隔地との立会を可能とします。

受注者 発注者

※別途、インターネット環境が必要となります。

4

2020年10月16日 NETISに登録
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5

2021年8月27日 実用新案登録

6

現場と監督で同じ画面を共有

受注者（現場） 発注者（監督）

CLOUD
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タブレット端末1台に立会に必要な機材を集約
※遠隔臨場の要領では、機能２のみが必須

7

動画中継立会簿・帳票作成

動画キャプチャー

●< ●>

カメラ
（静止画撮影）

帳票

ビデオ
（動画撮影）

8

Webアプリケーションのため
使用する機器にシステムのインストールが不要

パソコン、タブレット、スマートフォンでご利用できます。
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9

現場 監督

・同じ帳票や図面や映像を見ながら立会をするので、
「ちょっと右」や「ちょっと左」といった細かな指示に対応可能

・小窓で監督の表情も確認できる

現場監督

アテネットを携帯端末で利用した例

10

ウェアラブル型 伸縮ポール型
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11

テキスト入力

最大4人との通話が可能

監督の署名

アテネット A社 B社

書類の共有 ○ － ○

動画中継 ○ ○ －

動画キャプチャー
（CALSサイズ）

○ － －

総合評価 ◎ △ △

- 他製品との比較 -

立会簿・帳票作成機能

・立会簿の登録はPDFファイルを読み込むだけ！

・PDFに変換すれば図面や写真の取込みも可能！

・リアルタイムに記入した文字を共有！

・立会簿の承認は手書きでの署名が可能！

動画中継機能

・リアルタイムに最大4地点と中継が可能！

動画キャプチャー機能

・CALSサイズに対応！

複数の機材をタブレットの1台に集約！ 12

動画中継立会簿・帳票作成

動画キャプチャー

●< ●>

深層混合処理工 施工サイクル立会表
【遠隔臨場：Atenet】
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発注者
（監督）

机上（端末）に配信される映像を
確認しながら検査項目をチェック

受注者
（現場）

ビデオ通話

動画・画像を共有
（現場状況を配信）

13

アテネットで立会（現場確認）を行うと

現場でボーリングの
検尺・残尺状況を撮影

14深層混合改良出来形確認

ミリ単位まで確認可能

レベルの中も表示が可能

アテネットでキャプチャーした画像

54



１
PDF

Upload File立会簿の登録は、PDFに変換した帳票を読込むだけ

３

手書き署名は立会簿の表紙に印字

２

中継される映像を確認しながら

帳票の作成が可能 入力したい箇所を枠で囲みテキストを入力 映像をCALSサイズでキャプチャー

15.70

入力1

４
PDF

データをクラウド上に保存するため

ダウンロードはどこからでも可能
Download File

PHOTO

15

16

建設現場

本社技術

設計者

現場代理人

・状況報告

・変更打合せ

→帳票に変更図を付け、承認を得ることが可能
・現状トラブルの報告、対応協議

・材料確認

・品質試験
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17

工場

本社技術

現場技術者

熟練工

・点検簿と写真で機器を管理

・保守、修理の相談

・トラブルの協議

・熟練工から若手へのOJT

18

① 事務所と現場の移動にかかる時間の削減

② 立会スケジュールの調整にかかる時間の削減

→現場までの移動がないため、実際の立会に要する時間だけ予定が合えばOK
③ 現場の手待ち時間の削減

→立会待ちによる工程の遅れや手待ち時間の削減

ex．片道1時間の立会が1現場で10回あれば、20時間の削減が見込まれる

1時間 ×
2回
（往復）

10回× 20時間＝移動
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19

① 帳票・図面の共有による「間違い」、「勘違い」の防止

② 図面に表れない部分の協議

③ 現場までの移動時間削減による立会頻度の増加

動画中継立会簿

帳票・図面

動画キャプチャー

●< ●>

20

① 熟練工からの原理原則の伝承が可能（複数地点と技術を共有）

→1人の熟練工から複数現場に原理原則の伝承が可能（品質確認、技術サポート）

② 立会状況を動画で保存し、教育資料を作成
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21

国土交通省 武雄河川事務所

熊本河川国道事務所 緑川下流出張所

有明海沿岸国道事務所

雲仙復興事務所

長崎河川国道事務所

宮崎河川国道事務所 日南国道維持出張所

九州農政局 九州農政局

佐賀県 県土整備部 建設・技術課

佐賀土木事務所

東部土木事務所

唐津土木事務所

伊万里土木事務所

建築課 施設整備室

有明海沿岸道路整備事務所

地域・交流部 文化・スポーツ交流局

佐賀中部農林事務所

その他 沖縄科学技術大学院大学

22

今後も「遠隔臨場」の活用が推進される

佐賀建設新聞 2021年10月5日発行分より引用
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・建設現場の遠隔臨場に関する試行要領（案）

に準拠

10代～70代までの幅広い年齢層を想定

・立会簿や帳票をPDFで読み込むだけで立会可能

・PDFに変換すれば図面や写真の取込みも可能

・専用のファイル形式ではなく高い汎用性を発揮！

・立会簿には立会者の手書き署名が可能

・立会終了と同時に立会簿が完成！

・現場への移動時間、立会中の手待ち時間の削減

①遠隔臨場の試行要領に準拠

②高い汎用性

④不正防止（セキュリティ）

⑤速い

⑥工数削減（生産性向上、働き方改革）

⑦NETIS登録技術

23

・シンプルな作りで簡単に操作が可能

・直感的に使用できるユニバーサルデザイン

③シンプルな操作性

24

ご清聴ありがとうございました

株式会社 島内エンジニア
佐賀県佐賀市水ヶ江2-4-17
TEL 0952-22-5107 FAX0952-22-5119
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25

アテネット（遠隔臨場検査監督システム）利用料

① 初期費用 110,000 円/回

現場ごと（工事ごと）に発生する初期費用です。

② 月額利用料 基本料金 039,600 円/月

基本料には10GB分のクラウド利用料が含まれています。
データ容量を追加される場合は、オプションでデータ容量を追加して下さい。

現場管理者用アカウント＠1名分 019,800 円/月

管理者用アカウントは、1名分のみ発行が可能です。
管理者用アカウントでのみ立会簿の作成が可能です。

参加者用アカウント＠1名分 009,900 円/月

最大3名分まで発行が可能です。

オプション利用料

③ 機器レンタル料＠1セット 030,800 円/月

1セットには、下記の①～⑤の製品が含まれます。
①iPad Pro 11inch ②Apple Pencil ③iPad用カバー ④マイク付イヤホン
⑤ポケットWi-Fi

④ データ容量追加 13,200 円/月

データ容量を追加される場合は10GB毎に月額13,200円が加算されます。

⑤ データ保持オプション 022,000 円/月
契約期間終了後には保存されているデータは全て消去されます。
データの保持を希望される場合は最初の10GBまでは月額22,000円、10GBを超
過する場合は10GB毎に13,200円が加算されます。

■工事現場単位でのご契約となります。

※ 2年以内に解約された場合はWi-Fiの解約事務手数料22,000円が発生します。
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技 術 概 要 
 

技術名称 入退場レーザーセンサー 担当部署 営業部 

NETIS登録番号 KK-210001-A 担当者 菅沼 亮介 

社名等 株式会社ツクモア 電話番号 06-6991-9845 

技術の概要 ≪技術の概要≫ 

 オリジナルセンサーで車両の通行を検知し、離れた場所にいる歩行者や作業者に注意喚起を行

うシステムです。現場ゲート付近の車両の交通整理や、現場に近付く一般車両の接近を現場作業

者（出場車両など）に警告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪技術の内容≫ 

＜設置が簡単＞ 

センサーは三角コーンに被せて「おくだけ」です（単管への設置も可能）。センサー対面の反

射板（受光板）の設置が不要です。センサーと警報器は無線（400MHz帯）で通信するためケーブ

ル配線が不要です。また、機器の電源は３つのパターン（①AC100V ②モバイルバッテリー ③ソ

ーラーバッテリー）をご用意、環境に合わせて電源をご選択いただけます。 

 

＜設定が簡単＞ 

 センサーの前面スイッチ（４つ）で検知設定を行います。検知距離０～９ｍの中で、下限値

（どこから）と上限値（どこまで）の設定ができますので、検知エリアを“飛び地”で設定する

ことも可能です。また、通行方向（①左方向のみ ②右方向のみ ③両方向）の設定も可能です。 

 

＜拡張性＞ 

 センサーと警報器は複数台でペアリングすることができますので、様々な環境でご利用いただ

けます。通信距離は標準アンテナで見通し約２００ｍ、延長アンテナに変更すれば、１ｋｍ超の

通信が可能です。また、オプションの携帯リモコンで強制的に（センサーの検知無しで）警報を

鳴らすことができますので、ガードマンが携帯することで、センサーの検知と合わせてより安全

で正確な交通誘導を実現します。 

 

＜ＬＥＤ標示機との連動＞ 

 オプション品の「受信機」は、車両の検知信号を受信したときに外部機器を連動させることが

できます。交通誘導の現場では注意喚起の方法として保安用ＬＥＤ標示機での案内が有効です。

ＬＥＤ標示機に受信機を接続することにより、無線通信で表示される文字を切り替えることが可

能です。 

 

＜終わりに＞ 

 本製品は車両の通行のみならず、高さ制限や離合管理の場面でも利用できると考えます。ま

た、人も検知することが可能ですので、危険区域との境界線にセンサーを設置すれば、侵入者の

みに対して注意喚起を行うことができます。日々環境が変わる建設現場において、設置や移設が

簡単な本製品は、まだ見えない利用用途があると思っております。 
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センサー 

（三角コーン設置） 

警報器本体 

警報器 

（ソーラーバッテリー） 

写真・図 

 

≪主な機器≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪イメージ図≫ 

＜センサーの検知設定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜拡張性＞ 

 

受信機 携帯リモコン 

センサー本体 

バッテリーBOX 

方向判別の設定 検知エリアの設定 

１：Ｎ、Ｎ：１、Ｎ：Ｍの設定 ＬＥＤ標示機との連動 
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入退場レーザーセンサー
KK-210001-A

1

入退場レーザーセンサーのご紹介

車両の接近 をいち早く お知らせ します。

ご注意
ください

センサー

警報器

① 検知

② 無線送信

④ 警報

③ 無線受信

＋

63



2

本設（常設）用のご参考製品

入退場レーザーセンサーのご紹介

3

センサーの設置

三角コーンに被せて 「おくだけ」 設置完了

バッテリー
ボックス

センサー

被せて･･･

おくだけ･･･
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4

センサーの設定

センサーの設定はスイッチ3つ

反射板の設置
光軸の調整

ケーブル配線工事

不要

5

最長9m

センサーの検知エリア

方向判別 も可能

検知なし
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6

検知エリア
3～7m

検知なし
1～3m

こんな設定も可能。

検知なし
7～9m50cm 単位で設定

センサーの検知エリア

7

機器の電源

or

AC100V
（防雨ボックス）

充電池
（バッテリーBOX）

ソーラー式
バッテリー

or

センサーと警報器の電源は 3パターンからご選択
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8

ソーラー式バッテリーで電源工事の必要なし

タイマー搭載

バッテリー消耗防止
＋

機器電源を自動ON/OFF

機器の電源

9

通信距離は ”見通し” 約200m

入退場レーザーセンサーの拡張性

アンテナ変更すれば、1km超 通信可能
警報器（受信アンテナ）を指向性アンテナに
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10

危険エリア

あぶないよー

入退場レーザーセンサーの拡張性

携帯リモコン でいつでも強制的に警報ができます。

11

1：N や Ｎ：１ や N：M の設定が可能です。

入退場レーザーセンサーの拡張性
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12

リモコン

お持ちの電光表示板 と連動が可能

入退場レーザーセンサーの拡張性

13

入退場レーザーセンサーの動作風景
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14

電光表示板

警報器（ソーラー式）

受信機

リモコン

センサー

入退場レーザーセンサーのご紹介

発信エリア

警報エリア①

警報エリア②

【例】
2対２

警報エリアこんな設定も可能。
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技術名称 サビナガッター 担当部署 建設資材部

NETIS登録番号 KT-160053-A 担当者 関　俊明

社名等 株式会社巴製作所 電話番号 06-6488-1134

技術の概要

新規性

期待される効果

高効果の箇所

・縦断勾配及び横断勾配が緩やかな区間。

①特に効果の高い適用範囲

　維持する事が出来る。

・路肩幅(通水幅)が狭く通水断面が小さい区間。
・橋梁及び高架橋の流末設置位置に制限があり、集水延長が長くなる区間。
・塩害が多く発生する地域。

・鋼製排水溝に変えた事により、作業日数が減少することで省力化となり、施工性の向上となる。

・二相ステンレス(SUS821L1)に変えた事により、廃棄時に産業廃棄物となっていたものが、
　リサイクル率80%となり、環境の向上となる。

①期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・設置箇所全体に変えた事により、路面排水の通水断面が増加し、排水桝と横引き管が削減され
　経済性が向上する

・鋼製排水溝に変えた事により、横引き管が無くなり、高所作業が不要となるため、作業日数が
　減少し、工程の短縮が図られる。

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・排水装置を排水桝と排水管から鋼製排水溝に変えた。
・路面排水の集水方式を排水桝から設置箇所全体に変えた。
・材料を鋳鉄又はSS400鋼材から二相ステンレス(SUS821L1)に変えた。

・ステンレス(SUS821L1)は耐食性以外にも耐熱性、加工性、強度など優れた特性を備え、
　意匠性にも優れ、メンテナンスが容易である事も大きな特徴である。

・ステンレス(SUS821L1)強度比較 : 【SS400】245 N/mm2 < 【SUS821L1】400 N/mm2
　参考 【SUS304】205N/mm2

　長くなる区間、路肩幅が狭く通水断面が小さい区間など、排水効率が不利となる区間で、
　そのメリットである排水効率の高さを発揮する。

・排水桝は鋳鉄または、SS400材にメッキ又は塗装を施した仕様が一般的であり、コンクリートに
　埋め込まれたまま、対応年数を過ぎる物も多い。サビナガッターは材料をステンレス
　(SUS821L1)にする事により耐久性が向上し、長期に渡り腐食する事無くその排水能力を

③公共工事のどこに適用できるのか?

・橋梁、高架橋、アンダーパスの路面排水。

④その他

・鋼製排水溝は、縦断・横断勾配の緩い区間、規制などにより排水桝を設置出来ず排水延長が

技 術 概 要　

①何について何をする技術なのか?

・ステンレス(SUS821L1)による鋼製排水溝により路面排水を行う技術。

②従来はどのような技術で対応していたのか?

・排水桝と排水管による路面排水。
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カタログ抜粋（部分抜粋ですので、是非カタログをお持ち帰りいただければ、幸いでございます。）
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5

SS400

( 8 28 2 9 )
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6

(SUS821L1)

SUS821L1 27 9 JIS

7

245

SS400 400

SUS821L1
1.6

58.5

SS400

40.8

SUS821L1

30%
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8

50

100

SS400+

SS400+

SUS821L1

25

1. 5% +
2.SS400

9
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11

KT-160053
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KT-160053

13

KT-160053
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KT-160053
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『印刷処理』から出力形式を選択！ お勧めは『両言語を印刷』！！

世界では英語が苦手な国は日本だけ！ほとんどの国は英語が必修科目であるため

外国人労働者には英語で掲示がベスト！

日本語と英語の掲示で周知徹底を！！
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